
アーツアカデミー 10 周年おめでとうございます。

私はアーツアカデミー初年度の 2013 年 11 月から 2014 年

2 月までの 3 カ月間、音楽分野の短期研修生として参加しま

した。その後 2014 年から 2 年間はアーツカウンシル東京の

アーツアカデミー調査員に採用いただき、さらに 2015 年か

ら 3 年間は東京芸術劇場で研修生の受け入れも担当しまし

た。2 年間の芸劇職員生活を経て、2020 年に大学に転職し

てからも研修生ゼミの講師を務めていますので、アーツアカ

デミーにはひとかたならぬ恩義を感じております。この場を

借りて関係各位に御礼申し上げます。

　私は 2011 年から 2 年間ドイツに留学して博士論文を執筆

していましたが、日本に戻ったあとに仕事をするあてもなく

どうしようかと思っていたところ、東京芸術劇場のホームペ

ージで研修生募集の告知を目にしました。3 カ月間の短期研

修に参加すると、その対価として 7 万 5 千円が支払われる

ことに惹かれ（改めて見直したら 75 万円の間違いでした）、

一時帰国したタイミングで池袋へと面接に向かいました。面

接官には副館長の高萩さん、事業企画課長の高橋さん、アー

ツカウンシル東京プログラムディレクターの石綿さん ( 肩書

はすべて当時 ) がいらして、今の日本のオペラは海外からの

引っ越し公演ばかりだが、これからは日本人のプランナー陣

による＜日本のオペラ＞を制作することが必要だと訴えた記

憶があります。運良く採用いただき、本帰国後に日本の公立

劇場の内部を偵察する目的で研修に参加しました。当時は今

のように研修生向けのゼミも多くは用意されておらず、勤務

時間もフレキシブルだったので、研修生というよりもオペラ

の制作アシスタントのような気持ちで参加していたと思いま

す。研修初日、人材育成担当係長 ( 当時 ) の橋爪さんとの面

談で「短期の研修では劇場運営を理解するには時間が足りな

いと思うけれど」という話があり、表面上は「そうですよね」

と返答しながらも「短期でも理解してみせる！」と思ったこ

とを覚えています。今から振り返れば、もちろんそんなに生

易しいものではないわけですが…（生意気な研修生ですみま

せんでした）。指導を担当してくださった中村さんは「君の

ように現場を知っている人材が、将来大学に勤めて助成金の

審査などに関わるべきだ」という（今から振り返ると、実に

的確な）進路を示してくださり、実務だけでなく将来のアド

バイスもいただけたことに深く感謝しています。

　東京の大きい劇場が研修生を募集するらしい。

　当時、地方の中小企業勤めだった私の耳に、この情報が入

ってきたのはもう 10 年も前のことだ。

　大学で 4 年を費やすからには、将来の職業に繋がることを

勉強したい、と拙い思考を巡らせた結果、それまで演劇に触

れたことも無かったのに、なぜか唐突に 18 年の人生史上最

も衝撃を受けた映像（舞台）が頭に浮かび、それを手掛かり

に寄り道だらけのぐにゃぐにゃ街道を進み、東京芸術劇場の

事業第二係（演劇）の職員の今に至るのだから、人生とは不

思議なものである。

　私が研修に参加した理由は、劇場制作への糸口を掴むため

だった。この文章を読まれている方々の多くはご存じかと思

うが、劇場界隈の就職というのはなかなか狭き門である。と

いうか、まずその門すら見えるところには無い。毎年新卒採

用を行う一般企業とは違い、劇場側が人材を欲するタイミン

グに合わなければ、採用試験（？）にすら漕ぎつけない。大

学新卒のタイミングで出会えなかった私は、大人しく一般企

業に就職したものの、どうにも諦めきれず、これまで出会っ

たあらゆる人を頼りながら、制作への道を模索していた。そ

こで出会ったのが、このアーツアカデミー研修募集の知らせ

であった。とはいえ、ツテがあるわけでもなく、実績は学生

時のものしかない。自信が持てず、書類締切当日に最寄りの

郵便局に間に合わなくなった時点で一度は諦めた。だが、結

局深夜に赤羽の郵便局まで駆け込み、書類を提出したことは

今でもよく覚えている。まさかの書類通過の知らせが届いた

ときは、本当に驚いた。実は、その後の二次面接も諸事情に

より一度は辞退の申し出をするという、二度目の諦めがあっ

たのだが、研修に至るまでの自分語りはここまでにしておこ

うと思う。（十分過ぎる。）

　3 カ月という短い期間でしたが、研修に参加する中で色々

な疑問を感じました。

①ドイツの劇場では主催事業しか行われていないのに、なぜ

芸劇は貸館も行わなくてはならないのだろうか。

②ドイツの劇場では小規模なホールでもオペラが上演される

のに、なぜ芸劇ではシアターイーストやプレイハウスでなく

一番大きなコンサートホールでオペラ公演を行うのだろうか。

③ドイツの劇場ではオペラのリハーサルは６週間かけるの

に、なぜ芸劇では４日間しかないのだろうか。（この点につ

いては当時の報告書にも書きました）

④ドイツの劇場では１度作ったオペラは何度もレパートリー

として上演されるのに、なぜ芸劇では１公演で終わりなのだ

ろうか。

⑤ドイツの劇場では職員は個室もしくは少人数の部屋をあて

がわれているのに、なぜ芸劇は全員が大きな事務所で大声を

張り上げながら勤務しているのだろうか。

⑥ドイツの劇場では夏に 6 週間の休暇があって劇場を閉める

のに、なぜ日本の劇場には長期休暇がないのだろうか。

⑦ドイツの劇場にはドラマトゥルクがいるのに、なぜ日本の

劇場にドラマトゥルクはいないのだろうか。

　……などなど、挙げればキリがありません。当時は帰国し

たばかりで、今考えれば「ドイツはこうなのに！」という思

いが先行して頭でっかちだったと思います。ですが今振り返

ってみると、私はこのとき感じた疑問を少しでも解決するこ

とを目指してその後のキャリアを歩んできたのだと思いま

す。例えば②の問題意識を出発点として 2019 年にシアター

イーストで赤ちゃん向けのオペラ『ムルメリ』を企画した

り、③の問題意識を出発点として私自身が全国共同制作オペ

ラのプロデューサーを務めた際には少しでも多くのリハーサ

ル日数を確保したり、⑦の問題意識を出発点として 2021 年

の全国共同制作オペラ『夕鶴』では私自身がドラマトゥルク

を務めたり。新しい環境に適応する中で感じた疑問が、その

後 10 年間の私自身の活動を助けてくれたと感じています。

　劇場には色々な独特のルールがありますが、それらの多く

は絶対に守らなくてはいけないものではなく、スルーせずに

疑問を持って変えていくことが必要です。これからの 10 年

間も皆で大いに声を上げて、日本の劇場環境をより良いもの

にしていきましょう！

　研修中印象に残っていることは数多くあるが、一番苦しく

も身になったのは 2 年間の締めくくりとして取り組んだ研修

生企画だ。（元々長期〈約 1 年〉コースであったが、1 年目

の早いタイミングで当時の担当者から、制作を一から勉強す

るのに 1 年では短いだろうから、次年度も継続を検討してみ

てはどうか、と提案いただいた経緯があり、2 年在籍したの

である。）最も難しいと感じたのは、当該企画が全分野の研

修生（音楽、演劇、舞台技術）主体で行われたことに起因する。

企画内容は現代音楽とコンテンポラリーダンス、一見すると

ありそうな企画だが、かけ出しの研修生同士には難易度が相

当高かったように思う。公演名を決めること、予算の割り振

り、リハーサルの場所やタイミング、宣伝と営業、あらゆる

ことに大変さを実感したが、研修の総まとめとして１つの企

画を立ち上げから後処理まで行ったのは、その後の制作業務

の礎になった。（もう 8 年近く前のことですが、出演者の方々

はもちろん、バックアップをしてくださった劇場スタッフ、

関係者の方々、そしてご来場くださったお客様方に、改めて

感謝申し上げます。）

　本研修の最大の魅力は、実際の東京芸術劇場の企画にスタ

ッフとして入り、現場に身を置きながら様々なことを学べる

点である。また、研修生には多種多様な人々が集まるため、

実務的な研修内容の他にも学ぶべき点が多かったと今更なが

らに思う。何より、私のような実務経験の乏しい、東京の劇

場に何の縁もなかった地方在住の人間でも、この業界へ一歩

踏み出すことができた貴重な場所であった。当時の自分に言

葉をかけるとしたら、「頑張れ」の一言しかないのだけれど、

本研修が、今後も多くのこの業界を目指す方々にとって、開

かれた扉のような存在であることを願っている。

「疑問に助けられた10年間」

「アーツアカデミー研修のすすめ」

長期コース　演劇制作分野

黒 田  忍  Shinobu Kuroda
東京芸術劇場　事業企画課事業第二係

1 期

短期コース　音楽制作分野

横 堀 応 彦  Masahiko Yokobori
跡見学園女子大学  専任講師

1 期
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